
 

船舶事故等調査報告書 

平成２５年２月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１２横第１２０号 

事故等種類 同乗者負傷 

発生日時 平成２４年７月２８日（土） ２０時４５分ごろ 

発生場所 千葉県浦安市高洲南方沖 

 千葉県市川市所在の千葉港葛南市川灯台から真方位１８９°２.３

海里付近 

 （概位 北緯３５°３７.７′ 東経１３９°５５.６′） 

事故等調査の経過  平成２４年７月３１日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

モーターボート スーパーハワイ、１.８トン 

 ２３５－４９７９４神奈川、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士 

 死傷者等 重傷 １人（同乗者Ａ） 

 損傷 なし 

 事故等の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者Ａほか６人を乗せ、浦安市

沖で催された浦安市花火大会を観覧後、定係地である京浜港横浜区へ

向けて高洲南方沖を航行中、平成２４年７月２８日２０時４５分ご

ろ、高波を受けて船体が波に叩かれ、同乗者Ａが船体に腰部が当たっ

て負傷した。 

 本船は、船長が海上保安庁及び消防へ通報したのち、東京都江東区

所在のマリーナに入航し、同乗者Ａは、救急車により東京都墨田区の

病院に搬送され、第１２胸椎破裂骨折で全治３か月と診断された。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南南西、風力 ４、視界 良好 

海象：波高 約１～２ｍ 

 その他の事項 

 

 本船は、本事故発生時、海上が時化
し け

ていたため、速力を落として航

行していた。 

 同乗者Ａは、操舵室前方に座っており、他の同乗者は、操舵室の後

方に座っていた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

なし 

あり 

 本船は、高洲南方沖を京浜港横浜区に向けて航行中、波を受けて船

体に衝撃が生じたことから、操舵室前方に座っていた同乗者Ａが船体

に腰部が当たって負傷したものと考えられるが、関係者から情報が得



 

られなかったため、その状況を明らかにすることはできなかった。 

原因  本事故は、夜間、本船が、高洲南方沖を京浜港横浜区に向けて航行

中、波を受けて船体に衝撃が生じたため、操舵室前方に座っていた同

乗者Ａが船体に腰部が当たったことにより発生したものと考えられ

る。 

 




